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当社は、1946年創業以来、地域の皆様のご支援の下、今年78年を迎えました。主に道

路、河川などの公共インフラに関わる工事を請け負っております。施工箇所は高梁川、吉井

川、旭川の岡山三大河川はもとより、施設の老朽化による維持修繕も大切な仕事と考え施工

しています。また、平成30年西日本豪雨による真備町の水害復旧工事も手掛けており、当

社は災害の防止を目指した「真備緊急治水対策プロジェクト（ハード対策）」に携わってい

ます。

2022年度の経営方針である建設現場における無事故無災害を達成し、高品質な施工と管

理を認められ国土交通省中国地方整備局の工事評価点80点以上を獲得することができまし

た。また、健康経営においては４週８休と残業時間削減に積極的に取り組み、現場の無災害

と社員の健康を目指していきたいと考えております。

新型コロナウイルスの感染拡大の影響から回復しつつあるものの、地域の方と交流する機

会が持てず、思うように活動ができませんでした。今年度は様々な形で地域に貢献し、関わ

る皆様と交流する機会が増えていくことを願っています。

地域の方々が長期的に安全・安心して暮らせるサスティナブルな町づくりに貢献できるよ

う、日々安全と環境に配慮した施工を目指し、本年度も黒字経営の維持、健康経営優良法人

の認定取得、岡山県BCP認証取得、SDGｓ活動の検証、10年ビジョンの策定、社員個人

の成長を目標に活動してまいります。

代表取締役 奥野 一三
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２.経営理念と環境経営方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜経営理念＞

環境行動指針

＜環境経営方針＞

奥野組は、経営理念をもとに環境負荷の低減と環境保全を考えた施工に積極

的かつ継続的に取り組みます。また、健康経営を通じて社員の心と体の健康

を大切にし、地域により安全・安心で快適な環境を創造します。社員一人ひ

とりが自主的にSDGsに掲げた目標に取り組み、持続可能な社会の実現を目

指してまいります。

奥野 一三

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します         

２ ． 創意工夫により二酸化炭素排出量の削減に努めます         

３ ． 廃棄物の発生抑制と建設副産物のリサイクル率の向上に努めます    

４ ． 適正な水の利用により使用量の削減に努めます          

５ ． 資料のペーパーレス化に取り組み、紙の削減に努めます       

６ ． ICT、IoTにより生産性と環境保全を両立させる施工に取り組みます   

７ ．  森林・緑に対する理解を深め、地域のボランティア活動への参加や

  地域貢献活動の推進、SDGs活動団体への協賛等に努めます

８ ．  ハイブリッド車の導入に努めます

９ ． 本方針を全社員に周知徹底いたします             

制定日： 2016年6月30日     

改定日： 2022年7月1日     

○ 地域により安心・快適な環境を創造します

○ 次の世代に誇れる「もの」を提供します

○ いのちを大切にし、ともに幸せを目指す企業です
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３．組織の概要

■ 名称及び代表者名
株式会社　奥野組
代表取締役　奥野 一三

岡山県岡山市北区北方一丁目1番6号
■ 所在地

本　　　社
■ 原資材置場 岡山県岡山市北区原317番1号

■ 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先

TEL： 086-222-7530

FAX： 086-232-0800
E-mail： somu@okunogumi.co.jp
HP： http://okunogumi.com/

■ 事業内容

■ 事業の規模

売上高 約800,000(千円)　　（2022年度）

従業員
延べ床面積　　　

■ 環境活動期間 7月～翌年6月

4．認証・登録の対象組織・活動

■ 登録組織名 株式会社　奥野組

■

■

5．事業や製品（商品）の紹介

本 社
17名

401.50㎥

原 資 材 置  場

1名
1,168.44㎥

合計
18名

1,569.94㎥

総務部　　山野井　祥子
総務部　　渡部　栞

対象事業所 本社、原資材置場

活　動　　  総合建設業

環境管理責任者

担 当 者

総 合 建 設 業

国土交通省、岡山県、岡山市を受注先とする公共工事を主に施工しております。特に旭

川、高梁川、吉井川などの維持工事、堤防工事を多く手掛けており、近年多発する河川災

害発生による堤防の復旧や補強工事の施工を通して地域の安全と防災に関わっております。

また生産性と環境保全を両立させるICT施工に取り組んでいます。
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6．環境経営組織図及び役割・責任・権限表

・環境教育訓練計画の作成と実施と報告

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営目標、環境経営計画案の審議

・環境経営の実施状況の確認・評価・周知

・緊急事態訓練の実施、手順書の確認・見直し、記録の作成
工務部

環境管理責任者

環境事務局

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・自現場に関連する環境経営活動・創意工夫の実施及び達成状況の報告

・自現場の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚全従業員

・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

代表者（社長）

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

安全衛生委員会

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任

・環境経営計画の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・環境教育訓練の計画、実施と記録の作成

・環境負荷の自己チェックシート集計のためのデータ収集

・環境経営レポートの作成補助、外部への公開と社員への周知

・社内、社外との環境コミュニケーションの実施と記録

総務部

環 境 経 営 組 織 図 

代表者

環境管理責任者

環境管理事務局

総務部

安全衛生委員会

工務部

（現場責任者）
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7．環境経営目標（2022年度～2024年度）

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh　中国電力の2020年度の調整後の係数

※負荷の実績は工事現場を含む

※ペーパーレス・紙の削減については一般廃棄物の削減への取組の一貫として
印刷物の残部がでないよう最小限に抑える。また、会議資料のパワーポイント化を進めることとする

※化学物質は使用していないため目標に設定していない
※二酸化炭素排出量の基準値は、LPG使用量の基準値を2021年度実績としているため、2020年度実績と等しくなっていない

8．主な環境負荷の実績（2020年度～2022年度）

軽油使用量

都市ガス使用量

■現場の生産性向上と環
境保全を両立した施工の
実施

20,368(△2%)

15,905(△2%)

417.48
（2021年度実績の△2％）

5,904(△2%)

1,674(△1%)

単位
基準値

（2020年度
実績）

項　目

15,873(△2.2%)

416.63
（2021年度実績の△

2.2％）

台 1 1台以上 1台以上

t

20,242

45.76

64,123

1,691

100

二酸化炭素排出量の削減

■電力使用量の節減

6,024

3,370(△1%)

100

71(△1%)

項　目 単　位 2020年度 2021年度 2022年度

電力使用量

72

100

㎥ 72

L

L

㎥

kg-CO2

61 55

3,184

15,248

1,807

215.00

49,686

1,078

5,677

426.00

5,891(△2%)

1,674(△1%)

20,784 19,965 17,632

16,230

6,024

100

100

3,404

15,987(△1.5%)

421.74
（2021年度実績の△１％）

5,934(△1.5%)

1,691 1,674(△1%)

水使用量

■ガソリン使用量の節減

■都市ガス使用量の節減
426.00
（2021年度

実績)

16,230

63,645(△2%)

0.521

kg-
CO2

kWh

■軽油使用量の節減

■一般廃棄物の削減

■産業廃棄物の適正管理
(数値目標は参考値)

■建設リサイクルの推進 100

64,944

20,784

kg

7893,404

ガソリン使用量

二酸化炭素総排出量

1台以上

72,930

1,573

3,370(△1%)

100

71(△1%)

kWh

産業廃棄物排出量

%

㎥

2023年度 2024年度

3年間の目標

62,712(△2.2%)

20,327(△2.2%)

■水使用量の削減 71(△1%)

100

63,970(△1.5%)

20,472(△1.5%)

L

㎥

L

kg

t

一般廃棄物排出量

3,370(△1%)

■ハイブリッド車の導入

2022年度

%
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9．環境経営目標及びその実績

基準年比

基準年度比 2020年度

kWh

水使用量の削減

建設リサイクルの推進

軽油使用量の節減
L 6,024

100％ 100

基準年度比

△1%

100

kg-CO２

1,691

2020年度

○

評 価

△1%

基準値

1,807

△1.5%

基準年度比

都市ガス使用量の節減

㎥

○
―

ｔ

単位

L

基準年度比

2020年度 ―

100

15,987

△1.5%

二酸化炭素総排出量の節減

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の適正管理
　　(数値目標は参考とする)

基準年度比

2020年度 ―

現場の生産性向上と環境保
全を両立した施工の実施

％

基準年度比

基準年度比

基準年度比

○
3,370

○

○

71

△1.5%

16,230

○

△1%

項 　目

215.00

55

―

kg

○

20,472

（実績）

2020年度

電力使用量の節減

ガソリン使用量の節減

5,934

○

○

2022年度

△36％

789

△77％

（目標）

421.74

△1%

63,970

1,674

△70％

17,632

基準年度比

㎥ 426.00

2021年度

64,944

△15％2020年度

（基準年)

20,784
○

△24％

15,248

2020年度

3,404

△50％

49,686

1,078

72

2020年度

100

△6％

100

64,944 63,970

49,686

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

1

二酸化炭素総排出量

基準値 目標値 実績値

(kg-CO2)

23％削減

1,691 1,674

1,078

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

一般廃棄物総排出量

基準値 目標値 実績値

(kg)

36％削減

3,404 3,370

789

500

1,500

2,500

3,500

産業廃棄物総排出量

基準値 目標値 実績値

(ｔ)

77％削減
72 71

55

50

60

70

80

水使用量

基準値 目標値 実績値

( ㎥ )

24％削減

20,784
20,472

17,632

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

電力使用量

基準値 目標値 実績値

(kWh)

16,230 15,987
15,248

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

ガソリン使用量

基準値 目標値 実績値

( L )

6％削減 6,024 5,934

1,807

1,000

3,000

5,000

7,000
軽油使用量

基準値 目標値 実績値

( L )

70％削減

426.00 421.74

215.00

0.00
50.00

100.00
150.00
200.00
250.00
300.00
350.00
400.00
450.00

都市ガス使用量

基準値 目標値 実績値

( ㎥ )

50％削減

15％削減
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10．環境経営計画の取組結果とその評価、並びに次年度の取組

　評価方法
数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

■電力使用量の節減

○
目標：20,472kWh
実績：17,632kWh

   　(原資材置場を含む)

◎

空調機のﾌｨﾙﾀｰの
定期的な清掃・点検

LED電気の導入検討

空調温度の適正化
(冷房28℃、暖房20℃を目安）

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

クールビズ・ウォームビズの徹底 ○

昼休憩時や窓際の不要照明の消灯

×

◎

○

温度、湿度管理ができる

時計を使用
事務所内の温度湿度管理に

努めている

目標を達成した。グラフを見ると、本社は今年度夏場の電気使用

量がかなり増えてしまった。社屋がプレハブのため断熱、遮熱がで

きず、早朝から冷房を入れることも多かった。冬場はガスストーブ

とエアコンを併用することで節電することができた。原資材置場は

冬に使用量が増えたが、夏に節電できたため、目標を達成すること

ができた。次年度も昼休憩時などの不要照明の消灯を引き続き行

う。環境管理責任者、環境事務局が中心となり、空調温度の適正化

を行う。引き続きクールビズ・ウォームビズに取り組む。令和5年

５月より事務所がプレハブから鉄筋構造の新社屋になり、LED電

気を導入した。事務所に窓が多く全体的に明るいので、窓際の電気

を消灯する取り組み等も次年度は行いたい。前社屋から新社屋の電

気使用量の変化を観察する。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

目標値 1,345 1,286 1,280 1,321 1,074 961 912 880 934 977 1,144 1,158

2022年度 1,182 1,819 2,086 1,460 909 903 1,217 1,109 1,225 987 1,032 628

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

電 力(本社) (kWh)

クールビズ、ウォームビズへの取組
“快適に過ごせる服装''で出社している

おかやまCOOL CHOICE!宣言に賛同
事務所の出入り口には温度管理のポスターを貼

り、従業員だけでなくお客様にも見えるように

し、活動を行っている。

また、令和4年6月21日～7月7日までライトダ

ウンの取組を行った。昼休憩時や外出時にはこ

まめに消灯した

不要な電気は

こまめに消す

LEDライトを導

入した。

不要な電気はこま

めに消している

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

目標値 207 266 272 231 478 591 640 672 618 575 408 394

2022年度(原) 159 159 216 201 174 188 181 570 667 182 158 220

0

200

400

600

800

電 力(原資材置場)(kWh)
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◎

社用車使用時の乗り合わせの励行

移動ルートの効率化と燃費把握の習慣化

ハイブリッド車の導入(1台/年以上）

○

リース車の定期的な台数見直しと
定期点検の実施

◎

△

◎

排出車両における過積載の監視

×

取組結果とその評価、次年度の取組内容

エコドライブ実施の継続

ガソリン使用量
目標：15,987L　実績：15,248L

○

◎

燃料消費の少ない建設機械を選定

達成状況

軽油使用量
目標：5,934L　実績：1,807L

◎

■ガソリン使用量と
軽油使用量の節減

○

◎

リース車の始業前自主点検の実施

エコドライブ実施の継続

ガソリン使用量、軽油使用量ともに目標を達成することができ

た。ハイブリッド車の新規導入には至らなかったが、不要なリー

ス車の台数見直しを行い返却した。現在、全体の４割がハイブ

リッド車であるため引き続きハイブリッド車の導入を進める。

今年度はエコドライブに関する資料の配布やガソリン代が安い

施設の紹介等を全体周知した。社用車使用時の乗り合わせの励行、

効率的な移動ルートの模索と始業前自主点検の実施等の活動によ

りエコドライブ実施の継続に繋がっている。特に始業前自主点検

には燃費を算出する欄を設けているので、社員の燃費把握の習慣

化により意識付けができている。建設現場では燃費の良い建設機

械の選定や過積載の監視を行った。

次年度も引き続き左記活動を続ける。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

目標値 1,109 859 1,277 1,322 1,526 1,484 1,475 1,605 1,386 1,424 1,277 1,486

2022年度 1,300 1,617 1,419 1,280 1,443 1,246 1,251 1,194 1,093 1,201 1,031 1,168

0
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800
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1,200

1,400
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1,800

ガ ソ リ ン
( L )

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

目標値 518 638 306 425 1,10 415 725 656 490 233 112 402

2022年度 179 291 48 290 204 60 128 0 134 27 210 236
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1,200
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7

ハイブリッド車導入台数累計

2020年度 2021年度 2022年度

（台）

ハイブリッド車の導入
今年度はハイブリッド車の新規導入とは

ならなかったが、不要なリース車の見直しと返却を

行った。15台中、6台(全体の4割)が

ハイブリッド車となった。

次年度も引き続きハイブリッド車への

入れ替えを検討する。

自動車始業点検表
当社独自の「自動車始業点検表」

を作成している。

リース車に乗る前に項目に沿って

週に1回点検を行っており

アルコールチェックや走行距離

給油量、燃費も算出し

エコドライブの継続に繋げている。
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■都市ガス使用量の削減

■一般廃棄物の削減

1２３４５６７８９０－＾

マイコップ・マイボトルを持参 ◎

文具・備品の再利用と
適正な購入量の把握

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組紹介欄

文書類の電子保存化

◎

○

◎

○

達成状況

目標：1,674kg
実績：1,078kg

分別・リサイクルの徹底

取組結果とその評価、次年度の取組内容

目標：421.74㎥

実績：215.00㎥

使用湯量の削減

達成状況

○

○

ガスストーブの使用量の削減 ◎

マイコップ・マイボトルを持参

ゴミの分別の徹底

全従業員にゴミの分別の徹底

を呼びかけている

目標を達成することができた。今年度は前年度に引き続きラベル

レスのお茶を購入した。本体部分とラベル部分を分別して捨てる手

間を省くことができ、資源を守る活動にも繋がっているため社員か

らの評判が良かった。ゴミの分別・リサイクルの徹底やマイコップ、

マイボトルを持参し、一般廃棄物の削減につなげている。コストダ

ウンに繋げる取り組みとして、文具備品は再利用をしている。また、

適正な購入量を把握し買いすぎ・使いすぎを防いだ。新社屋にな

り、備品置場を１つにしたことで在庫が把握しやすくなった。次年

度も引き続き一般廃棄物の削減に繋がる活動をする。

ラベルレスのお茶を購入

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

目標値 140 140 140 140 140 145 140 140 140 140 140 140

2022年度 69 53 69 62 66 124 62 107 145 200 80 41

0
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200

250 一 般 廃 棄 物(㎏)

新しい取組として社員へマ

イコップ、マイボトルの呼

びかけをした。

一般廃棄物削減に繋がった

前年度に引き続きラベルレス

のお茶を購入している。ラベ

ルを捨てる手間を省くことが

でき尚且つ、資源を守る活動

に繋がっているので今後も継

続する

事務所がプレハブであるため断熱性能が悪く、冬季は寒いので

エアコンとガスストーブを併用して使用した。今年度はガスストー

ブのリース台数を１台にし、目標を達成することができた。目標使

用量の50％を削減することができ、ガスストーブのリース台数を1

台にした効果は大きかった。各自ひざ掛けをかけ、服装で体温調節

するなどウォームビズにも取り組んだ。

次年度は新しい社屋になり事務所も広いので、冬季のガスストー

ブの使用量の削減を目指し、エアコンと併用しながら適正に温度管

理しなければならない。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

目標値 2.38 2.38 2.38 0 0 2.38 6.7 0 24.88 28.77 28.77 2.38

2022年度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.00 41.00 85.00 58.00 20.00 8.00

0

50

100
都市ガス( ㎥ )
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■水使用量の削減

○

洗車は汚れを落としてから行う

建設リサイクルの推進
目標：100％　実績：100％

施工方法や作業方法の見直し、廃棄物
の発生量抑制の取組

混合廃棄物の
リユース・リサイクル

産業廃棄物　（数値目標は参考とする）

目標：3,370 t　実績：789t

水はこまめに止める。きちんと締める
を意識する

○

資材ロスの低減

■産業廃棄物の適正管理と
建設リサイクルの推進

◎節水の啓発ポスターの掲示

取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎

◎

◎

取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎

達成状況

○

○

建設副産物の分別による
リサイクルの推進

達成状況

◎

◎

資材の再利用の推進

蛇口をシャワー型にして水量を減らす
工夫

目標：71㎥　実績：55㎥

散水ホースにはノズルをつける

○

◎

蛇口はシャワー型にして

使用している

建設業は建設現場によって産業廃棄物の排出量が変わるため削

減をするのは難しいことである。そのため、再資源化に重点を置

き活動を進めている。産業廃棄物の処理については、業者に委託

して行っているため優良認定処理業者の選択や混合廃棄物の処理

能力が高い業者に委託し、再資源化率100％を目標に活動した。

今年度は現場数が少なかったこともあり、参考とする目標値を大

幅に下回り達成することができた。

現場では可能な限り、資材は再資源化されたものを購入するよ

うに努めている。また、ＩＣＴ施工により資材ロスを低減し、生

産性の向上、品質の確保を図っている。次年度も引き続き左記活

動を継続する。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

目標値 13 3 14 5 8 4 6 5 5 2 6 1

2022年度 10 16 9 3 7 1 7 2 7 0 6 0

0
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20

水 道
（ ㎥ ）

通水/止水を簡単に

切り替えることがで

きるノズルを付け、

余分な水を使わない

目標を達成することができた。節水の啓発ポスターの掲示、水は

こまめに止める。きちんと締めるの呼びかけをし、社員一人ひとり

が意識したことにより、目標達成に繋がったと考えられる。蛇口を

シャワー型にして水量を減らす工夫や散水ホースにノズルを付けて

余分な水を使わないようにした。洗車はあらかじめ汚れを落として

から行うようにした。新社屋になり、花壇に水やりをしているので、

次年度は水使用量が増えると考えられる。そのための対策を考え、

目標達成に向けて次年度も引き続き左記活動を続ける。

水道付近に節水を呼び

かけるポスターの掲示

をしている
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建設廃棄物の再資源化の推進

環境負荷の少ない資材の調達

地域ボランティア活動等で地域に貢献する

達成状況

○

■現場の生産性向上と
環境保全を両立した施工の実施

◎

目標：100%(全現場取り組む)
実績：100％

◎

防音シートで騒音対策 ◎

取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎
低騒音・低振動・排出ガス対策型の建
設機械を全現場使用する

◎

全現場ICT施工を取り入れる ◎

地域貢献活動

社会福祉法人旭川荘の花火大会開催につき、職員

の方々が大変な思いをしながら、炎天下の中で除

草作業をしていたと聞き、無償で花火打上げ箇所

の高水敷除草作業を行った。理事長より感謝状と

御礼の言葉をいただいた

今年度も排出ガス対策型低騒音・低振動型建設機械を使用して、

地域住民の生活環境を保全しながら施工した。外来種の繁殖抑制や

防音シートを使用して騒音対策を行い、搬入資材は環境負荷の少な

いRC製品を使用した。現場でも様々な環境に配慮した施工をして

いる。建設廃棄物の再資源化率は100％を目標にし、現場で使用

する資材は再資源化された製品をできる限り使用する取り組みも

行っている。

今年度は積極的に地域の清掃活動に参加したり、地域貢献活動を

行ったりした。地域へ貢献する活動は地域の方々とコミュニケー

ションをとるきっかけになるので、引き続き積極的に参加する。ク

レームも特になかった。次年度も環境・地域に配慮した施工と活動

をする。

排出ガス対策型

低騒音・低振動型の建設機械を導入

排出ガス・騒音・振動型を防止すること

により住民の生活環境を保全している

地域ボランティア活動への参加

山陽新聞社主催の清掃活動に参加し、笹ケ瀬川河

川敷の清掃を行った。 多くのゴミを回収し、笹ケ

瀬川河川敷の環境保全に貢献することができた。

また、清掃活動をとおして周辺の地域住民の方々

とコミュニケーションを取る良い機会となった

今年度は2つの現場で 国土交通省中国地方整備局長表彰 を受賞！！

令和3年度旭川維持工事 監理技術者：西村 多加夫 令和3年度小田川付替柳井原地区第２築堤他工事 監理技術者：藤野 純
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環境関連法規遵守については、当社に適用される環境関連法規及び条例の一覧を作成し
年1回遵守状況を確認し必要に応じ変更・改善指導を行っております。
本年度、自社で遵守状況を確認した結果、違反・訴訟はありません。
また関係当局より違反などの指摘は過去3年間ありません。

■当社に該当する主な環境関連法規/条例

家電4品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）
処理費用の支払い

消防設備・消防訓練の実施

家電リサイクル法

排出ガス対策型建設機
械の普及促進に関する
規程

低騒音型・低振動型建
設機械の指定に関する
規程

遵守状況

○

○

○

○

○

○

○

○フロン排出抑制法

廃棄物処理法

資源有効利用
促進法

特定施設の事前届出・地域別騒音基準の順守・規制基準の順守

特定施設の事前届出・特定建設作業の事前届出・規制基準の順守
地域別振動基準の順守

油及び有害物質の流出事故時の措置と届出・有害物質の使用特定施設
貯蔵指定施設の構造基準の順守・排出基準の順守

○

○

対象事業が公共工事の場合で自社の建設機械を使用する場合は
排出ガス対策型建設機械を使用する

消防法
（危険物のみ)

対象事業が公共工事の場合で自社の建設機械を使用する場合は
低騒音建設機械の選定(国土交通省に指定されているもの)

フロン類使用の定期点検・記録・同保存・漏えい防止等
適切場所設置　未修理充填禁止

適用される法規制

建設リサイクル法

建設機械に
関する規程

水質汚濁防止法

○

○

適用される事項

委託基準・保管基準・マニフェスト交付
多量排出事業者の報告・産業廃棄物管理票交付等状況報告書等の提出

特定再利用業種、指定副産物等の基準に適合した措置

分別解体等及び再資源化等の実施義務
発注者への再資源化等完了報告と記録の保存
特定建設資材と指定建設資材廃棄物の再生資源利用実施書

排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規程
低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程

騒音規制法

11．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
 評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

振動規制法

フロン排出抑制法により

建設重機のエアコン点検を3ヶ月に

一度実施しています
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12．緊急事態対応訓練の実施

緊急事態の想定：火災の発生

■使用する手順書：火災対応手順書 ■手順書の有効性：☑あり □なし

■実施状況の様子

■実施日： ■実施場所：旭川河川敷
■参加者：奥野組　　6名 ■実施内容：

協力会社　7名

■使用する手順書：排水ポンプ車訓練実施手順書

■実施状況の様子

緊急事態の想定：堤防流水時

■評価：
①堤防流水時の排水ポンプ車訓練は毎年行っているので、手順を理解した者が新人に指導する形
で行った結果、新人も手順を理解していた。
②タブレットを使って位置情報と危険箇所を報告するための操作手順と報告方法を覚えた。

■実施場所：原資材置場 

■実施内容：
通報訓練、消火訓練、避難訓練

■手順書の有効性：☑あり　□なし

■参加者：5名

2023/6/13

■実施日：2023/4/7

■評価：
通報・連絡の経路を確認し、初動対応の重要性を共有できた。人命優先で避難経路を
作成したうえで、トラックや油圧ショベル等の移動手順を決定し、周知した。

①堤防流水時の排水ポンプ車訓練
②河川災害ﾊﾟﾄﾛｰﾙ訓練

①堤防流水時の排水ポンプ車訓練 ②河川災害ﾊﾟﾄﾛｰﾙ訓練

火災訓練座学 火災訓練
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13．代表者による全体の評価と見直し・指示 実施日：2023年9月12日

14．今年度の奥野組の取り組みと紹介

2022年度のエコアクション21に取り組むにあたり、環境負荷の削減、環境保全

を考えた施工、社員の健康と地域の安全を守る企業を目指して活動してまいりまし

た。概ねの目標達成を達成することができました。昨年度に続き一人ひとりが考え

て行動できる体制が育ち、活動データの収集と分析、活動記録をまとめることを社

員全員で取り組むことができたと思います。

今後は、新社屋完成に伴い、建屋の広さや体積、構造の変化により冷暖房などエ

ネルギーを使う機会が変化するなど業務環境の変化が大きくなると思われるので、

データを蓄積し効率の良い業務が行えるように改善を続けたいと思います。災害復

旧工事が落ち着きだした今、経営体制を見直し、経費の削減、業務の効率化と働き

方改革の推進などに取り組み、サスティナブルな社員の一員として引き続き取り組

んでまいります。

■環境経営方針 ☑指示なし □指示あり

■環境経営目標・計画 ☑指示なし □指示あり

■実施体制 ☑指示なし □指示あり

SDGs トモニン 健活企業

おかやま子育て

応援宣言企業
タニザワエコアプローチ参加

私たちは、持続可能

な開発目標

（SDGs）を支援し

ています。SDGsで

掲げられた17の目

標に取り組みます。

仕事と介護を両立

する社員を応援し

ます。社内リーフ

レットの配布、必

要に応じて介護休

暇や介護休業等の

研修を行っていま

す。

従業員の健康を第一

に考え、長く健康に

過ごすことができる

よう、経営者が従業

員への健康づくり活

動を積極的に行う企

業です。

子育てする社員を応

援します！男女とも

に育児休業、育児休

暇や看護休暇が取り

やすい環境を整備し

ています。

使用済み保護帽を回

収する際に地球上の

CO2排出削減と、

限りある資源の有効

活用に繋がる取り組

みです。

令和4年度 工事成績優秀企業認定

国土交通省 中国地

方整備局長より、令

和4年度 工事成績優

秀企業に認定されま

した。

代表取締役 奥野一三
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未来につなぐ！エコプロジェクト

(2023年3月5日）

DESIGN GOALs ライオンパッカー車完成セレモニー

(2023年1月23日)
2022年6月よりデザイン・ゴールズプロジェクトの活動を

開始し約半年間の月日を経て鮮やかなピンク色の「ライオン

パッカー車」が完成しました。

完成のセレモニーは吉備中央町にある清和荘で行われました。

絵を描くことが好きなクリエイターの方(障がいのある人)、

デザインを学ぶ専門学生、たくさんの方々と共働し、１つの作

品を作り上げました。``見た人・使う人が楽しくなるようなデザ

イン"をコンセプトに私どもが思い描いたとおりのパッカー車へ

と変身し、大変嬉しく思います。今後、桜並木や緑の中で活躍

する「ライオンパッカー車」にどのような反応が寄せられるの

かとても楽しみです。

テレビせとうちの「未来につなぐ！エコプロ

ジェクト」に協賛しています。

海や里山の環境保全活動をとおして「多くの方

に緑の大切や海の豊かさを守る活動について知っ

て体験してもらいたい」という想いで活動に賛同

しています。未来の子どもたちに自然豊かな岡山

を残すことができるよう願って今後もこのような

活動に協賛してまいります。

小学校へ出前授業(2022年10月18日)

今年も岡山市立城東台小学校から出前の注文をいた

だき、お邪魔しました！

「建設の仕事」をテーマに授業を行いました。建設

の仕事ってどんなことをするのかな？建物や道路、ト

ンネル、堤防はどうやって作るのかな？どんな役割が

あるのかな？こんな疑問を解決をするために、わが社

は毎年出前授業をしています。建設の仕事が人々の暮

らしと安全を支えていることを考えるきっかけとなる

よう願って、これからも活動を続けてまいります。
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健康経営優良法人2023

健康経営優良法人として認定されました。

本年度は、50人未満の企業ではありますがメンタルヘルスのサ

ポートを目的にストレスチェックの実施をしました。また、住友生

命のバイタリティの健康増進キャンペーンに参加し、歩数を競い合

いました。

今後も心と身体の健康をサポートし、社員も会社もともに幸せを目

指す企業として活動を続けてまいります。

岡山県BCP認定取得

岡山県BCP認定は最高ランクの星三つ★★★に認定されています。

わが社は社員、家族の安全を確保します。 

そして地域の安全確保とライフラインの早期復旧に取り組み、 

日頃から行っている安全への取組や教育・訓練が

緊急時に生かせるよう事業継続計画(BCP)に今後も取り組みます。

環境変化に対して強靭で、地元に根ざした企業を目指します。

おかやまプラスチック

３R宣言事業所登録

わが社は、プラスチック３Ｒ（排出抑制、再使用、再生利用）を

宣言する事業所として登録しています。

従業員やお客様のプラスチックごみは洗浄、分別を行うのはもちろんのこと

不要なプラスチックを購入することも控えています。

岡山市SDGs推進パートナーズ

岡山市SDGｓ推進パートナーズへ登録しました。わが社が参加し

たデザインゴールズ・プロジェクトの活動と建設業へ興味を持つ人が

増えるきっかけとなればと思い登録しました。

SDGsの活動をとおして地域経済の活性化や社会の課題解決に向け

て役立てるよう引き続き活動をし、その活動を広く知ってもらえるよ

うに今後も働きかけてまいります。

なでしこBC連携

徳島県の建設企業が中心となって発足した「なでしこBC連携」

は、現在徳島県12社、岡山県2社、和歌山県2社、高知県2社の

計１８社が参加しています。女性の活躍促進の場でもあり、定期

的になでしこBC連携パトロールや災害支援合同訓練、掲示板で

の連絡訓練等を行っています。参加企業のみなさまと日頃から連

携を図っておくことで、いざという時に助け合える体制を構築し

ています。
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